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●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺
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１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

A3=71％

Step1 Step2

A2=1/1000仮設計画図（１）（参考）

配置図  1/800

G  交通誘導員を示す

 工事関係者車両動線を示す

 学校関係者車両動線を示す

 寄宿舎　　歩行動線を示す

 学校関係者歩行動線を示す

Ｎ

【凡例】

仮

仮(別)  別途工事仮囲いを示す

(別)
 別途工事ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄを示す

配置図  1/800

G  交通誘導員を示す

 工事関係者車両動線を示す

 学校関係者車両動線を示す

 寄宿舎　　歩行動線を示す

 学校関係者歩行動線を示す

Ｎ

【凡例】

仮

仮(別)  別途工事仮囲いを示す

(別)
 別途工事ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄを示す
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ABC  ｱｽﾍﾞｽﾄ粉塵濃度測定位置を示す
 A:作業前、B:作業中、C：作業後

G
仮

(
別

)

(
別

)
仮

(
別

)

仮
(
別

)

仮
(
別

)

仮

仮

仮(別)
仮

送迎用駐車場
職員用駐車場

職員用駐車場
(27台)

現場事務所+工事車両駐車場エリア

工事車両駐車場
エリア

ABCABC

仮

職員駐車場
送迎バス
駐車場

(約55台)

工事車両駐車エリア

仮

仮(別)

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽ
経路

給食・ゴミ

仮(別)

G

仮
(
別

)

(
別

)
仮

(
別

)

仮
(
別

)

仮
(
別

)

仮 (別)

職員用駐車場
(27台)

現場事務所+工事車両駐車場エリア

工事車両駐車場
エリア

職員駐車場
送迎バス
駐車場

仮(別)

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽ
経路

給食・ゴミ

仮

仮

仮

送迎用駐車場
職員用駐車場

(約39台)

仮

工事車両駐車エリア

体育館棟
（工事中）

渡り廊下 (約10台)
送迎用駐車場(完成後)

A－26

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄt0.15㎜×2(床)
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄt0.10㎜ (壁)

外部足場(枠組本足場手すり先行方式)

 仮囲い(ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH1800)を示す  仮囲い(ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH1800)を示す



配置図  1/800
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G  交通誘導員を示す

 工事関係者車両動線を示す

 学校関係者車両動線を示す

 寄宿舎　　歩行動線を示す

 学校関係者歩行動線を示す

Ｎ

【凡例】

仮

A2=1/800仮設計画図（２）（参考）
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配置図  1/800

G  交通誘導員を示す

 工事関係者車両動線を示す

 学校関係者車両動線を示す

 寄宿舎　　歩行動線を示す

 学校関係者歩行動線を示す

Ｎ

【凡例】
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 仮囲い(ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽH1800)を示す



●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺
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Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

A3=71％

A2=1/800仮設計画図（３）（参考）
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 仮囲い(成形鋼板H2000)を示す

 交通誘導員を示す
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【凡例】
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支障物件確認図(機械)　1/500 支障物件確認図(電気)　1/500

解体建物を示す解体建物を示す

中継ポンプ槽一覧

寄宿舎棟

高等部棟・中学部棟

系　　統

中継ポンプ槽Ｂ

中継ポンプ槽Ａ

種　　別

水道配水用ポリエチレン管(PE)　　　(地中埋設)

耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管(HIVP)(屋内一般)

摘　　要名　　称

ゲート弁又はバタフライ弁

ゲート弁又はバタフライ弁

コンクリート製又は塩ビ小口径インバート桝

コンクリート製又は塩ビ小口径インバート桝

コンクリート重圧管

硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

埋設弁

仕切弁

雨水桝

汚水桝

給水管

雨水管

雨水管

汚水管

図示記号

凡例

〇〇HP

RD

合併処理浄化槽

◎受注者は, 工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について, 

　工事（仮囲い等仮設材設置を含む）着手までに調査を行い, 「支障物件確認書」を

　監督員に提出し，監督員の確認を受けてから工事着手すること.

　当該埋設物の種類，位置(平面・深さ)，規格，構造等を確認しなければならない．

◎地下埋設物への影響が予想される場所では，施工に先立ち，原則として試掘を行い，

◎受注者は, 工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し, 支障を

　及ぼさないような措置を施さなければならない. 

  万一, 損傷を与えた場合は, ただちに監督員に報告するとともに, 施設の運営に

　支障がないよう受注者の負担でその都度補修又は補償すること. 

◎受注者は, 既存ｺﾝｸﾘｰﾄ床・壁等の穴明けにおいて, 鉄筋及び既存電線管を調査する

　こと. また, 穴明け墨出し位置や既存鉄筋状況マーキング（必要に応じて電線管等

　の一含む）を行い, 監督員の確認を受けて施工すること.

支障物件の確認

A－29
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西立面図　1/50

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引
+ﾘｼﾝ吹付

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引

南立面図　1/50

北立面図　1/50

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引
+ﾘｼﾝ吹付

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引
+ﾘｼﾝ吹付

9φ@200

3-13φ

ﾀﾃﾖｺ9φ@300
ｼﾝｸﾞﾙ

1-13φ

上下共9φ@300

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

上下共9φ@200

1
2
0

1
,
8
0
0

9φ @200

ﾀﾃﾖｺﾀﾞﾌﾞﾙ13φ@200

ﾀﾃﾖｺﾀﾞﾌﾞﾙ13φ@200

300 1,890 300

3002,950300

水勾配

屋根:防水ﾓﾙﾀﾙ塗

3
0
0

3
,
3
4
0

3
0
0

3
0
0

2
,
2
5
0

3
0
0

屋根:防水ﾓﾙﾀﾙ塗

水勾配

配管基礎700×250×100(管図参照)

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

CB150化粧積み

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

CB100CB100

ｱﾙﾐﾌﾚｰﾑ温室ｱﾙﾐﾌﾚｰﾑ温室

強化ｶﾞﾗｽt4

強化ｶﾞﾗｽt4

ﾌｪﾝｽ基礎撤去

ﾌｪﾝｽ(基礎共)撤去範囲

(通し)撤去

側溝撤去

D－03
Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

受水槽上部
床:防水ﾓﾙﾀﾙ塗

1,800

8
0
0

1
,
9
2
5

土

土

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室(中学部棟北西)解体詳細図

ｺﾝｸﾘｰﾄ床底ｺｱ抜き
200φ×４

釜場:FL-200

床･壁:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

　　　+樹脂防水

床･壁:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

　　　+樹脂防水

GLまで埋戻し(A種)

1

SD

SD

2

1

SD

SD

2

SD

2

土

ﾌｪﾝｽ(基礎共)撤去範囲

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室１

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室２

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室１・２平面図　1/50

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室１地下受水槽平面図　1/50

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室１立面図

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室２断面図　1/50

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室１・２屋根伏図　1/50

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室２立面図

支柱残置

支柱残置

5
0
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

鋼製扉

1
,
2
0
0

2
0
0

2
,
1
3
0

3
0
0

3
0

2
,
2
0
0

5
0 2
0
0

2,0002,000

1
,
8
7
0

RC杭400φ11.0m残置

9φ@200

ﾀﾃﾖｺﾀﾞﾌﾞﾙ13φ@200

　 腹筋1-9φ

2-13φ

3002,075300

梁:2-13φ,St9φ@150

ﾀﾃﾖｺ13φ,9φ交互@200 防水ﾓﾙﾀﾙ塗

CB100化粧積み
9φﾀﾃ@400ﾖｺ@600
開口補強13φ

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

撤去範囲

残置範囲GL-500まで撤去

2
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ床底ｺｱ抜き
200φ×４

ｺﾝｸﾘｰﾄ床底ｺｱ抜き
200φ×４

ﾀﾃﾖｺﾀﾞﾌﾞﾙ13φ@200

9φ@200

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室１断面図　1/50

ﾀﾗｯﾌﾟ:SUS19φ
撤去(4か所)

切断部分の鉄筋は

こと
錆止め塗装を行う

B

消火器BOX240×620×170

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1800
残置(基礎共)

150

200 200

消火器BOX240×620×170

2
0
0

2
2
0

1
,
9
3
0

強化ｶﾞﾗｽt4

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

北立面図　1/50

CB100

ｱﾙﾐﾌﾚｰﾑ温室

撤去範囲撤去範囲

敷地内発生土(B種)
GLまで埋戻し

5
0
0



●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

100 3,000 3,000 3,000

9,200

100

1
5
0

5
,
0
0
0

1
5
0

5
,
3
0
0

100 3,000 3,000 3,000

9,200

100

5
,
0
0
0

6
0
0

6
0
0

6
,
2
0
0

1,000 1,000

梁：76.3φ×4.0

平面図　1/50

梁伏図　1/50

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎立上り：□-300×H150 柱：76.3φ×4.0

屋根結束:なまし鉄線6φ@300

1
5
0

1
,
9
5
0

2
,
1
0
0

南立面図　1/50

1
5
0

2
,
0
5
0

2
,
2
0
0

北立面図　1/50

1
5
0

1
5
0

2
,
0
5
0

2
,
2
0
0

1
,
9
5
0

2
,
1
0
0

東立面図　1/50 西立面図　1/50

方杖：76.3φ×4.0

柱：76.3φ×4.0

方杖：76.3φ×4.0

柱：76.3φ×4.0

梁：76.3φ×4.0 梁：76.3φ×4.0

基礎立上り：□-300×H150

基礎立上り：□-300×H150

基礎立上り：□-300×H150 基礎立上り：□-300×H150

1
5
0

1
,
9
0
0

1
5
0

方杖：76.3φ×4.0

柱：76.3φ×4.0

梁：76.3φ×4.0

6005,000600

500 500

断面図　1/30  ※地中及び配筋は参考図とする

D13@200

D10@200
□-1-D134-D10

1
5
0

2
,
0
0
0

1
5
0

柱：76.3φ×4.0

柱：76.3φ×4.0

梁：76.3φ×4.0

梁：76.3φ×4.0

A3=71％

A2=1/30,1/50

注釈：★はアスベスト含有建材を示す

★ｽﾚｰﾄ小波t6.3

★ｽﾚｰﾄ小波t6.3

★ｽﾚｰﾄ小波t6.3

★ｽﾚｰﾄ小波t6.3

★ｽﾚｰﾄ小波t6.3

★ｽﾚｰﾄ小波t6.3

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府
D－04

C

1
5
0

1
0
0

5
0
0

1
0
0 5
0

車庫解体詳細図

撤去範囲

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100 撤去範囲

800×600 800×600

600

8
0
0



D－05

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

980

L-30×30×3

火
気
厳
禁

危

険

物

の

類

別

指
定
数
量
の
倍
数

取

扱

最

大

数

量

貯

蔵

最

大

数

量

危

険

物

の

品

目

危
険
物
保
安
監
督
者
　
○
○
　
○
○

　
　
　
　
　
　
　
　
一
○
○
○
○
立
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
  
四
○
○
○
立
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
四
　
類

　
　
　
　
　
　
　
　
  
Ａ
重
油

案内板撤去

L-40×40×5

8
6
0

1
2
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎□-150×120

案内板詳細図　1/20

オイルタンク解体詳細図

D

A2=1/20,1/30

断面図　1/30

3
0
0

3
00

3
0

1
,
6
0
0

2
0
0

2
0
0

1
5
0

5
0

2
,
8
3
0

1
,
6
0
0
φ

5
0
0

13φ@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

防水ﾓﾙﾀﾙt20

13φ@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

13φ@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

4-13φ

4-13φ

躯体GL-500まで撤去

13φ@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

2
0
0

2
,
2
0
0

2
0
0

2
0

2
0

2
,
6
4
0

案内板撤去(基礎共)

点検口(鋳鉄製)600φ撤去

点検口(鋳鉄製)600φ撤去

GLまで埋戻し(A種)

躯体GL-500まで撤去
GLまで埋戻し(A種)

切断部分の鉄筋は
錆止め塗装を行うこと

検知口撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ床底ｺｱ抜き
200φ

200φ
ｺﾝｸﾘｰﾄ床底ｺｱ抜き

1
,
6
0
0
φ

ｺﾝｸﾘｰﾄ床底ｺｱ抜き
200φ

ｺﾝｸﾘｰﾄ床底ｺｱ抜き
200φ

ｺﾝｸﾘｰﾄ床底ｺｱ抜き
200φ×４

ｺﾝｸﾘｰﾄ床底ｺｱ抜き
200φ×４

オイルタンク洗浄の上撤去

オイルタンク洗浄の上撤去

鏡

胴

胴

鏡

鏡

胴

胴

鏡

200 6,376 200

20 20
6,816

平面図　1/30

ｵｲﾙﾀﾝｸ仕様：ピット式10,000L

寸法

板厚

マンホール

保護被覆

付属品

1600φ×5.976ｍ(全長)

胴：t8.0㎜、鏡：t9.0㎜

各ソケット、マンホール、検知管、計量尺

降水器、吸油口用ストレーナー及び逆止弁

引火防止網付通気金物

直埋式と同様コロッケ巻10㎜厚

検知管共

内部450φ、外部600φ

検知管撤去
450

計量口撤去 給油・排油口撤去
吸油口撤去

▽GL

撤去範囲

残置範囲

通気管撤去

置油口撤去

残置範囲

撤去範囲

置油口撤去

その後砂充填
(本体及び設備配管類共)

その後砂充填
(本体及び設備配管類共)



6
2
0

150

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

1/10 1/10

再生アスファルト混合物撤去

撤
去

範
囲

5
0

1
5
0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　t150

1/10

花壇

地先境界ブロック撤去

ﾓﾙﾀﾙ撤去

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

15050

1
5
0

1
0
0

外構撤去詳細図（１）
A3=71％

D－06
Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

1/20

1/20

3
0

1
5
0

配管ピット

渡り廊下

▽渡り廊下FL

3
0
0

4
9
0

▽設計GL

▽地盤ﾚﾍﾞﾙ

1/20

300 300

200□

1
0
0

1
,
8
0
0

4
0
0

3
0

1
0
0

基礎150×500(通し)撤去

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1800撤去

1
0
0

1
,
8
0
0

基礎200□×450

3
5
0

3
0

1
0
0

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1800撤去
-柱t4

-柱t4 L-40x40x3

φ4.0菱形金網φ3.2

L-40x40x3

1
,
1
5
0

5
0

3
0

1
,
2
0
0

2,000 2,000

敷地周囲既存ﾌｪﾝｽ詳細図　1/20

撤
去

範
囲 L-40x40x3

菱形金網φ3.2

L-40x40x3

-柱t4

間柱断面詳細図　1/20

撤
去

範
囲

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1200撤去

ｽﾁｰﾙt4

間柱詳細図　1/5

2,000 2,000

完全式菱形金網φ2.6×56ｍｍ

φ38.1×1.6

φ38.1×1.6
(水抜穴付)

φ50.8×2.3

φ4.0

φ50.8×2.3

φ4.0

1
,
9
5
0

5
0

2
,
0
0
0

3
0
0

※基礎共撤去寄宿舎南既存ﾌｪﾝｽ詳細図　1/20

5
0

別途工事

▽犬走

BPL-250×250×12撤去

□-120×65

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎□-350×50 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎□-550×70

A2=1/10,1/20

1
5
0

砕石敷き(別途工事)

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄt150撤去

配管基礎

7
0

設備基礎

※ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面の配管基礎はA-21図参照

650450

はつり撤去の上
犬走ﾓﾙﾀﾙ補修 犬走ﾓﾙﾀﾙ補修

はつり撤去の上

2
0

1
0
0

1
0
0

1,200

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去
(別途工事)

+錆止め塗装+ﾓﾙﾀﾙ補修 +錆止め塗装+ﾓﾙﾀﾙ補修
支柱廻りはつり後の支柱切断の上 支柱廻りはつり後の支柱切断の上

※基礎共撤去消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室・貯水槽廻り既存ﾌｪﾝｽ詳細図　1/20

6
0
0

5
0
程

度

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ撤去
捨てｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

250□

3
0

1
0
0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

撤
去

範
囲

6
0
0

1
0
0

3
0

5
0
程

度

D10@200ﾀﾃﾖｺ

アスファルト舗装撤去詳細図 コンクリート舗装撤去詳細図 縁石撤去詳細図

渡り廊下ｽﾛｰﾌﾟ撤去詳細図G

配管基礎等撤去詳細図(ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ棟北)KHFE

L -1-2-3-4フェンス撤去詳細図

L -2 L -3

L -1

L -4

2,250

1,000 950 550

ﾓﾙﾀﾙt30撤去の上
ｱｽﾌｧﾙﾄｵｰﾊﾞｰﾚｲ

一部ｱｽﾌｧﾙﾄｵｰﾊﾞｰﾚｲ撤去(範囲はD-01図参照)の上
ｱｽﾌｧﾙﾄｵｰﾊﾞｰﾚｲ(範囲はA-19図参照)

1/20 L -6　西側既存擁壁部分撤去詳細図

(前面道路)

(側溝)

480

1
4
0

1
0

4
7
0

▽GL

道
路

境
界

線

既存ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1200撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁一部撤去
D13@ 250ﾀﾃﾖｺ

150

撤
去

範
囲

撤
去

範
囲

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ撤去
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ撤去

撤
去

範
囲

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100撤去

撤
去

範
囲

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ撤去

既存擁壁



●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

　　　　　外構工事

A3=71％

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

1/30

ロイ

ロ470

980450

集水桝 コンクリート蓋 -20 → VP150φ

-20 → VP150φコンクリート蓋450×450集水桝

備考桝間距離 管種類管経路桝H桝天端管底蓋寸法名称

ロ

イ

番号 桝記号

RC-1

RC-1 450×450 -390

-370

ハ

二

ホ

ヘ

コンクリート蓋集水桝 +440 →RC-1 570600×800 +20

接続先

450×450

480×480

480×480

-100

+270

+240

+250

630

750

320

400 2,100

20,000

22,880

17,700 VP150φ

VP150φ

VP150φ

VP150φ

→

コンクリート蓋集水桝

コンクリート蓋集水桝

コンクリート蓋集水桝

鋳鉄製(250φ)250φ塩ビ製小口径桝

VP150φ→コンクリート蓋集水桝

→

→

→

RC-2

PVC-4

RC-1

RC-1

RC-2

900700×770 +260 -撤去済-490

-60

-80

-210

-750

RC-1 集水桝 → I2

VP150φ

VP150φ

1,125

20,000

リ

チ

ト

-200

-160

-140

ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ製桝

ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ製桝

ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ製桝

PVC-3

PVC-2

VP150φ→330φ 塩ビ(300φ)

500φ

500φ

→

→ 側溝

2,150

1,750 VP150φ

VP150φ

+60

+60

+60

350

410

370

鋳鉄製(500φ)

ﾚｼﾞｺﾝ製(500φ)

PVC-1

接続先
→ 撤去済 -

→ VP150φ

VP150φ鋳鉄製(500φ) 600

500+10

+10

1,500集水桝RC-1

集水桝RC-1 700×700

500×500 -410

-460

ヌ

ル

ヲ

ワ

カ

ヨ

タ

レ

ソ

VP150φ

VP150φ

VP150φ

VP200φ

→

→ ホニ

ニハ

→

→

ハ 1,400

ホ ヘ

ヘ H5

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

集水桝RC-1

集水桝RC-1

集水桝RC-1

集水桝RC-1

不明不明不明不明不明

ト チ

チ リ

リ

ヌ ル

ル

ヲ ワ

ワ

カ

ヨ タ

タ レ

レ ソ

ソ ツ

6,700

7,180

3,300

6,650

1/10

▽犬走

1
0
0

3
0

2
8
5

4
5

U字側溝240型撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋撤去
▽舗装面

1/10

1/10

鋳鉄製格子(300□)

5
0

1
0
0

1
2
0

1
5
0

1
5
0

2
7
0

100

1
5
0

100

650×650

RC-1

H

5050

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

バケット
≒700 ≒700

PVC-2 PVC-3

≒500

PVC-1

Ｇ．Ｌ

５０

！注 意
バケットは、底に当たる
まで押し込んで下さい。
押 し込みが足りないと浮き上がり、管 路を

ふ さいで水があふれる事がありま す。

１００

≒
50

0

上面

≒500

断面
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

砂(50mm程度)

砂(50mm程度)

鋳鉄製防護ふた

立上り管VU

ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ製ます

5
0

1
0
0

1
2
0

1
5
0

1
5
0

2
7
0

RC-2
1
5
0

H

120120

840×840 5050

※

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

雨水配管 雨水配管

D10@200D10@200

450

≒500

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

ヌ 鋳鉄製格子蓋
ル 鋳鉄製蓋

※以下の桝蓋は下記の通り

40602606040

460

1
0
0

2
5
0
～

6
4
0

3
5
0
～

7
4
0

1
2
0

5
0

1
5
0

ピット

▽舗装面
ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋撤去

1/10

埋設配管撤去

▽桝底

D

100・120

▽
既

存
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｽ

2
4
0

撤
去

範
囲

5
1
0
～

5
5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去

100

撤去範囲

1
0
0

2
7
0
～

3
1
0

底版残置

200390

外構撤去詳細図（２）

D－07

A2=1/10,1/30

雨水桝撤去リスト(位置はD-01図参照)

330

6
0

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

配
管

径
ﾜ
ﾝ
ｻ
ｲ
ｽ
ﾞ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ

配管跡ﾓﾙﾀﾙ詰め
配管径ﾜﾝｻｲｽﾞｱｯﾌﾟでｺｱ抜きの上

切断部分の鉄筋は
錆止め塗装を行うこと

既存のまま

貯水槽廻り系統

中学部棟北東系統

中学部棟北東系統

中学部棟南東系統

中学部棟南西系統

中学部棟南西系統

寄宿舎棟南系統

寄宿舎棟南系統

寄宿舎棟南系統

寄宿舎棟南系統

中学部棟北西系統

中学部棟北西系統

中学部棟北西系統

貯水槽廻り系統

貯水槽廻り系統

貯水槽廻り系統

貯水槽廻り系統

貯水槽廻り系統

現場打ち側溝撤去
D10@200ﾀﾃﾖｺ

1-D13

D10@200ﾀﾃﾖｺ

1-D13

100 100

D10@200ﾀﾃﾖｺ

I2

M8

O2

番号 D

VP150φ

雨水桝撤去詳細図

側溝撤去詳細図(中学部棟北東)

U字側溝撤去詳細図

現場打ち側溝撤去詳細図

M

桝配管撤去詳細図NI -3

I -2I -1

L -7 擁壁撤去詳細図

▽GL-2380(水路底)

水路

2
0
0

1
0
0

1
,
4
0
0

150

△
敷
地
境
界
線

5
0

1/30

撤去範囲

3
0

1
,
2
0
0

1
,
1
5
0

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽH1200撤去

5
0

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝt100

D10@200ﾀﾃﾖｺﾀﾞﾌﾞﾙ

▽GL-700

▽GL±0

D13

D13

擁壁撤去

撤
去

範
囲

撤
去

範
囲

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ撤去

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ撤去

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ撤去

90050

PVC-4

300
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105

105
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路

▽
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EX
P.
J

水路

▽隣地境界線

▽隣地境界線 ▽水路中心線
▽隣地境界線

▽道路中心線

市道 江くり高畑西線(幅員4.00m)

法42条1項1号道路
水路

正門

水路

市道 矢野観音寺中央線(幅員4.80m)

法42条1項1号道路

△道路境界線
▽道路中心線

水路

裏門

3,000

600

機械室

浄化槽

オイルタンク

▽水路中心線

2
,
60
0

ゴミ庫
4
,8
0
0

私有地

管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代
１級建築士事務所　徳島県知事甡録第１１０５０号
徳島市福島一丁目５畤６号　TEL(088)625-5505(代)

宮 建 築 設 計

●縮尺●図面名

ＭＩＹＡ 会社

株式●図面畤号●工事名

徳島県県土整備部営繕課

　　　　　　　 地中埋設配管配線

　　　　　　　 露出配管配線

１．太線は今回工事対象を示し、細線は工事対象外とする。

２．特記なき配管配線・器具機器は新設とする。

４．特記なき配管配線は下記とする。

　　　　　　　 二重天井内ころがし配線

　　　　　　　 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上配線

３． 　　　は土工事範囲とし、詳細は別図掘削断面ﾘｽﾄ参照とする。

A3=71％

A2=1/400

E-01

外構電気設備図（改修図）

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府　外構工事

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

１

２

３

４

５

ＨＨＨ
Ｈ

Ｈ

Ｈ

ＨＨ

１

２３

３

３

４

４

５

Ｈ

６

L-1-1

104

４ LK-1S

LK-1N

H1-6

総合盤

104

H1-6

体育倉庫(詳細E-02図参照)

104

H1-6

６

H1-6SE

H1-6SE

　高等部棟　

　新校舎棟　

　ダイバーシティ棟　

　寄宿舎棟　　中学部棟　

　　配置図　1/400　　

配線畤号 配線 露出配管 埋設配管

FEP30

EM-UTP-Cat5e-4P G16 FEP30

EM-CE3.5sq-4C(1E)

EM-CE3.5sq-3C(1E) 同上管内

既設FEP80

- 同上管内

注　記

配線記号 露出配管

G22EM-CE3.5sq-3C(1E)

配線名称 埋設配管

FEP30

FEP50

EM-CE3.5sq-4C(1E) G28

-

-

-

既設FEP80

　３ｂ

敷地南側

EM-CE3.5sq-3C(1E)x2

(予備回路)に接続

予備ｽﾍﾟｰｽにﾌﾞﾚｰｶ新設(ELCB 3P50/30A)

配線配管ﾘｽﾄ

凡　例

記　号 名　　称 仕　　様

監視ｶﾒﾗ 既設 再取付

水平ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ 既設 ﾋﾟｯﾄ内(予備回路)に接続

敷地北側

　１ｂ

既設外灯(東西電工製)

既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ(H1-9)
ﾏﾝﾎｰﾙ嵩上げ 100mm

既設ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ内にて監視ｶﾒﾗ配線接続

監視ｶﾒﾗ再取付(取付金物は新設)

EM-UTP5e-4P

 至:LK-1N(既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ) 至:LK-1S(既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ)

ﾏﾝﾎｰﾙ嵩上げ 100mm
既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ(H1-9)

既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ(H2-9)
ﾏﾝﾎｰﾙ嵩上げ 100mm

(既設回路)に接続

電灯分電盤

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ H1-6 R2K-60

屋外灯 別図 照明器具姿図 参照

EM-CE3.5sq-3C(1E)

EM-CE3.5sq-3C(1E) -

同上管内

FEP40EM-CE3.5sq-3C(1E)

EM-CE3.5sq-3C(1E) 同上管内

G36

EM-CE3.5sq-3C(1E) - FEP30

- FEP30EM-UTP-Cat5e-4P

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ H1-6 R2K-60 ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ付

EM-CE3.5sq-4C(1E)

ﾊﾞｯﾃﾘｰ･ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ交換



▼ＧＬ

盤名称

仕様

幹線番号

幹線ｻｲｽﾞ

電気方式

主開閉器

分岐回路

負荷名称
負荷

容量

単

位
備考

回路

番号
電圧

MC

CB

EL

CB
P AF AT

L-1
CE3.5sq-4C(1E)

101 100 〇 - 2 50 20 電灯 - 124 VA

MCCB3P
201 100 〇 - 2 50 20 ｺﾝｾﾝﾄ - 200 VA

50AF

30AT
301 100 〇 - 2 50 20 予備 - 500 VA

302 100 〇 - 2 50 20 予備 - 500 VA

備考

ED端子付き

容量合計 1,324 VA

1 32

2800

5600

2800

C

A

B

2
7
5
0

5
5
0
0

2
7
5
0

CBA

6250

2
7
6
0

2750

312
2779

5500

2750

3
2
8
0

2
8
7
1

2759
400

6
0
0

6
0
0

1
6
5

6
0
0

5
9
0

▽ FL
▽GL

管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)

宮 建 築 設 計

●縮尺●図面名

ＭＩＹＡ 会社

株式●図面番号●工事名

徳島県県土整備部営繕課

　　　　･照明器具姿図･土工事参考図

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府　外構工事

体育倉庫詳細図･電灯分電盤単結図 A2=1/50

A3=71％

E-02

　　　　　　　 地中埋設配管配線

　　　　　　　 露出配管配線

　　　　　　　 鉄骨ころがし配線

2.0

2.0

2.0

▽GL

▽GL

▽GL

▽GL

1
0
0

以降、改修後 配置図 参照

2
,
6
3
9

ａ
ベースライト

公共型番：ＬＳＳ１－４－２３

ｂ
屋外灯

公共型番：ＬＳＴ２－６０

照明用ﾎﾟｰﾙ
T4.5

照明用ﾎﾟｰﾙ基礎
φ500x1100
FC18N/mm2

Ａ

Ｂ

Ｃ

　体育倉庫　側面断面図　1/50　

　体育倉庫　平面図　1/50　

　土工事参考図　

体育倉庫

　４ａ

注　記

配線記号 隠蔽配管 露出配管

G16PF14EM-EEF1.6mm-2C

配線名称

１．太線は今回工事対象を示し、細線は工事対象外とする。

２．特記なき配管配線・器具機器は新設とする。

３．特記なき配管配線は下記とする。

EM-EEF2.0mm-2C G16PF14

記　号 仕　　様

凡　例

電灯分電盤単結図 参照

照明器具姿図 参照

1P15Ax1

2P15Ax2E

名　　称

電灯盤

天井直付ﾍﾞｰｽﾗｲﾄ

壁付埋込ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ

壁付埋込ｺﾝｾﾝﾄ

露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 　照明器具姿図　

ｺﾝｾﾝﾄ

2E

2E
2
.
0

ｽｲｯﾁ

　電灯分電盤 単結図　

Ｄ

EM-EEF2.0mm-3C(1E) G16PF14

200 200

450

5
0

4
5
0

1
5
0

6
5
0

500

200 200

4
5
0

1
5
0

1
0
0

7
0
0

200 200

4
5
0

1
5
0

1
0
0

7
0
0

550

200 200

4
5
0

1
5
0

550

5
0

6
5
0

屋内壁掛型(標準色塗装)

※既製品盤で良いものとする。

L-1

現場良質土

埋設標識ｼｰﾄ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

路盤
(建築工事)

(建築工事)

現場良質土

埋設標識ｼｰﾄ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

路盤
(建築工事)

(建築工事)

現場良質土

埋設標識ｼｰﾄ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

路盤
(建築工事)

(建築工事)

現場良質土

埋設標識ｼｰﾄ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

路盤
(建築工事)

(建築工事)
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法42条1項1号道路
市道 江くり高畑西線(幅員4.00m)

4,
0
0
0

水
路

▽
敷
地

境
界

線
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P.
J

水路

▽隣地境界線

▽隣地境界線 ▽水路中心線
▽隣地境界線

▽道路中心線

水路

正門

水路

市道 矢野観音寺中央線(幅員4.80m)

法42条1項1号道路

私有地

△道路境界線
▽道路中心線

水路

裏門

3,000

600

機械室

浄化槽

オイルタンク

▽水路中心線

2
,
60
0

ゴミ庫
4
,8
0
0

△
隣
地
境
界
線

管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代
１級建築士事務所　徳島県知事甡録第１１０５０号
徳島市福島一丁目５畤６号　TEL(088)625-5505(代)

宮 建 築 設 計

●縮尺●図面名

ＭＩＹＡ 会社

株式●図面畤号●工事名

徳島県県土整備部営繕課

　　　　　　　 地中埋設配管配線

　　　　　　　 露出配管配線

　　　　　　　 二重天井内ころがし配線

　　　　　　　 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ上配線

A3=71％

A2=1/400

E-03

外構電気設備図（撤去図）

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府　外構工事
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詳細E-04図参照

詳細E-04図参照
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１
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LK-1N

LK-1S

　ダイバーシティ棟　

電気室

　高等部棟　

　中学部棟　

　新校舎棟　

　寄宿舎棟　

　　配置図　1/400　　

注　記

配線畤号 配線 露出配管

配線配管ﾘｽﾄ

埋設配管

HIVE28

HIVE22

同上管内

HIVE54E51

同上管内

E25

E31VVF2.0mm-2C

FP38sq-3C

HP1.2mm-5P

１．太線は今回工事対象を示し、細線は工事対象外とする。

２．特記なき配管配線・器具機器は撤去とする。

４．特記なき配管配線は下記とする。

CV5.5sq-2C

接地線

-

-

-

--EM-UTP-Cat5e -

配線記号 隠蔽配管 露出配管

E19PF16EM-EEF1.6mm-3C

配線名称

凡　例

記　号 名　　称 仕　　様

監視ｶﾒﾗ 取外し

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

800x800x800

SS200x200x100

水平ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ 既設 ﾋﾟｯﾄ内

-

6kV CV22sqx3 ZPφ100

既設ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ内配線切断
監視ｶﾒﾗ配線

監視ｶﾒﾗ
取外し

３．ｺﾝｸﾘｰﾄ下の埋設配管は残置とする。
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管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)

宮 建 築 設 計

A2=1/50

A3=71％

●縮尺●図面名

ＭＩＹＡ 会社

株式●図面番号●工事名

徳島県県土整備部営繕課 Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府　外構工事 E-04

ﾎﾟﾝﾌﾟ室電気設備図（撤去図）

　　　　　　　 地中埋設配管配線

　　　　　　　 露出配管配線

　　　　　　　 はだか配線

PE36
PE36

E39
E39

2010

2010

2010

3020

2

ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

1
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E1

E2

2

1
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3

4

4

E1

1

32 E1

E2

32 4
1010

2

1010

2010

3020

ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

発電機
YANMER
YAP35E
30kVA

発電機
三菱

PG-40EX
37.5kVA

　ポンプ室（寄宿舎側）　平面図　1/50　

　ポンプ室１・２　平面図　1/50　

FP22sq-3C E5.5sq(E39)

CVV2sq-2C(E19)
CVV2sq-3C(E19)

CVV2sq-3C(E19)
CVV2sq-3C

HIV2sqx4(E25)

記　号

凡　例

名　　称

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

手元開閉器

露出蛍光灯

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ

露出ｺﾝｾﾝﾄ

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

露出丸ﾎﾞｯｸｽ

露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

接地極

配線支持金物

仕　　様

管工事図 参照

MCCB 2P 20A

FL40Wx1

1P15Ax1

2P15Ax2

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽﾘｽﾄ 参照

金属製

注　記

配線記号 隠蔽配管 露出配管

E19PF16VVF1.6mm-2C

配線名称

１．太線は今回工事対象を示し、細線は工事対象外とする。

２．特記なき配管配線・器具機器は撤去とする。

３．特記なき配管配線は下記とする。

配線番号

配線配管ﾘｽﾄ

FP22sq-3C

配線 露出配管

E39

埋設配管

PE36

E39

接地線

IV14sq

-

FP2sq-4C

FP22sq-3C PE36

-

PE22E25-

--

E19IV5.5sq-

-E19IV14sq-

FP38sq-3C E5.5sq(E51)
HP1.2mm-2C(E19)

CVV2sq-3C(E25)

以降、配置図 参照 以降、配置図 参照

金属製記　号

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽﾘｽﾄ

仕　　様

SS100x100x100

SS200x200x100

SS300x300x200
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Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

　　　　　外構工事

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)A3=71％
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代A2=1/400、50、30給排水設備 改修後配置図

P－01

・　　　　部分は地下ピット部分を示す。

・　　　　は新設を示す。

※注記

・　　　　は既設を示す。

JIS-K-6742　〃　ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち込み) 水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管 HIVP

 使用材料(管材)

用　　　　途 名　　　　称 番　号 備　　考

給　水

　〃　(地中埋設部)

JWWA K 144 （電気融着継手)

○

水道用ポリエチレン二層管 JIS K 6762 ①W又は②W

　〃　(トレンチピット) 給水用ポリエチレン管 HPPE

PE

（F6）

（F12）

給排水設備　改修後平面詳細図　参照

給排水設備　改修後平面詳細図　参照

 高 等 部 棟  

 新 校 舎  

 中 等 部 棟  

ダ イ バ ー シ テ ィ 棟

 寄 宿 舎 棟  

100HPPE

10
0
20

0
50▽GL

500

土

ｘ400

砕石25PE

散水栓ﾎﾞｯｸｽ
（SUS)散水栓20

　散水栓取付要領図　1：30　

10
0D 10

0

60
0

▽GL

舗装・仕上げは

建築工事

埋設表示テープ

　給水管埋設要領図　1：30　

砂

埋戻し（良質土）

▽GL

舗装・仕上げは

建築工事

砕石RC-40

埋戻し（良質土）

　排水管埋設要領図　1：30　

10
0D 10

0

※
※

砂

足洗い場平面図参照

－ －

－

－

給水配管は全て20HIとする

自在横水栓ｘ2

自在横水栓ｘ2

打ち込み配管

20HI

打ち込み配管

既設給水より取出し

　足洗い場平面図　1：50　

　足洗い場断面図　1：50　

横水栓（ホースカラン）

横水栓(自動継手)ｘ1

T200 SNR13C （TOTO）自在横水栓

品　　名 参考型番（メーカー）

横水栓(自動継手) T28 AUNH13 （TOTO）

散水栓 7032-20 （ｶｸﾀﾞｲ）

同上用ﾎﾞｯｸｽ 6066 ↑



●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)A3=71％
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代A2=1/100、50給排水設備　改修前後平面詳細図-（1）

P－02
Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

　　　　　外構工事

・　　　　部分は地下ピット部分を示す。

・　　　　は撤去を示す。

※注記

・　　　　は存置を示す。

モルタル等

インバート

t

H

42

50

42

2
0

W 50

旧地盤

・　　　　部分は地下ピット部分を示す。

・　　　　は新設を示す。

※注記

・　　　　は既設を示す。

　X1　矢視断面図　1/50　

　X2　矢視断面図　1/50　

　X3　矢視断面図　1/50　

　改修後　　改修前　

　X1　矢視断面図　1/50　

　X2　矢視断面図　1/50　

　MH-1　

　X3　矢視断面図　1/50　

　汚水枡嵩上げ要領図　NonScale　
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内
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50HI

－
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【埋設配管存置】

100HI

【埋設配管存置】
－

50

100

【存置】
－

20

X1

X2

X3

※C1 左図※C2へ

100HI

－
【既設埋設配管】

－
【

ピ
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ト
内

配
管

新
設

】

 中 等 部  

－
10

0H
PP

E

【既設埋設配管】

50HI

－

【既設埋設配管】

X1

X2

X3

50HI

汚水桝嵩上げ（450□）

汚水桝嵩上げ（450□）

汚水桝嵩上げ（600□）

（≒50～200）

※C1 左図※C2へ

－

100HI

【埋設配管存置】
－

【既設】
－

20
－

新地盤

モルタル

モルタル撤去

マンホール

マンホール

既設再使用

取外し

既設枡切断
上部撤去
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（≒50～200）

（≒50～200）
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0
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【BR-1】

【BR-1】

【BR-1】

【BR-1】

【BR-1】

【BR-1】

給水100HI（撤去）

（吊ボルト、ブラケット類を含む）

給水50HI（撤去）

給水100HI（撤去）

給水100HI（撤去）

給水100HI（撤去）

給水20HI（撤去）

GV50（既設）

給水100HPPE（新設）

給水100HPPE

給水100HPPE（新設）

給水100HPPE

給水20HI

[-5ｘ50ｘ100(SUS)＠2000

（吊ボルト、ブラケット類を含む）



●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)A3=71％
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代A2=1/100、50給排水設備 改修前後平面詳細図-（2）

P－03　　　　　外構工事

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

　Y1　矢視断面図　1/50　

　X4　矢視断面図　1/50　

　Y2　矢視断面図　1/50　

　平面詳細図-（2）　

　Y1　矢視断面図　1/50　

　X4　矢視断面図　1/50　

　Y2　矢視断面図　1/50　
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左図※C1より ※C2

30HI

【BR-1】

【BR-1】
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【BR-1】

【BR-1】

【BR-1】
【BR-1】
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【BR-1】

【BR-1】

【BR-1】

【BR-1】

【BR-1】

【BR-1】 【BR-1】 【BR-1】 【BR-1】

【BR-1】

【BR-1】

給水100HPPE

給水100HPPE

給水100HPPE

（再取付）

給水100HI（撤去）

給水100HI（撤去）

給水100HI（撤去）

[-5ｘ50ｘ100(SUS)＠2000

[-5ｘ50ｘ100(SUS)＠2000
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・　　　　部分は地下ピット部分を示す。

・　　　　は撤去を示す。

※注記

・　　　　は存置を示す。

 使用材料(管材)

用　　　　途 名　　　　称 番　号 備　　考

消　火

　〃　(地中埋設部)

配管用炭素鋼鋼管(白)

消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

JIS G 3452

WSP 041 SGP-VS

SGP○

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)A3=71％
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代A2=1/400消火設備 改修後配置図

P－04　　　　　外構工事

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

 高 等 部 棟  

 新 校 舎  

 中 等 部 棟  

ダ イ バ ー シ テ ィ 棟

 寄 宿 舎 棟  

消火設備　改修後平面詳細図-（1）　参照 消火設備　改修後平面詳細図-（2）　参照



中庭

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

P－05　　　　　外構工事

A3=71％
消火設備　改修後平面詳細図-（1）（2） A2=1/150、50

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

徳島県県土整備部営繕課

（埋設配管）
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●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)A3=71％
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代A2=1/400消火設備 改修前配置図

P－06
Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

　　　　　外構工事

・　　　　部分は地下ピット部分を示す。

・　　　　は撤去を示す。

※注記

・　　　　は存置を示す。

 高 等 部 棟  

 新 校 舎  

 中 等 部 棟  

 管 理 棟 跡 地  

ダ イ バ ー シ テ ィ 棟

 寄 宿 舎 棟  

 小 学 部 棟 跡 地  



非常用予備電源装置
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●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

P-07

消火設備 改修前平面詳細図-（1）
A3=71％

A2=1/100、50

徳島県県土整備部営繕課

消火ポンプ起動盤

消火ポンプ起動盤

　ポンプ室　1・2　平面図　1：50　　消火設備　撤去平面図（詳細-1）　1：100　

　ポンプ室　1・2　断面図　1：50　
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　　　　　外構工事
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●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)A3=71％
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号

徳島県県土整備部営繕課
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代A2=1/100消火設備 改修前平面詳細図-（2）
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・　　　　は撤去を示す。

※注記

・　　　　は存置を示す。

・　　　　部分は地下ピット部分を示す。

　　　　　外構工事

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府



ポンプ室撤去

車庫撤去

改修前　寄宿舎南平面図　1/100

●工事名 ●図面番号 株式
宮 建 築 設 計会社ＭＩＹＡ

●図面名 ●縮尺

徳島市福島一丁目５番６号　TEL(088)625-5505(代)
１級建築士事務所　徳島県知事登録第１１０５０号
管理建築士　１級３３３７０７号　清水　康代

P-09　　　　　外構工事

A3=71％
消火設備　改修前平面詳細図-（3） A2=1/100、30

Ｒ８営繕　国府支援学校　徳・国府

徳島県県土整備部営繕課
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改修前　寄宿舎南平面図　1/100

・　　　　は撤去を示す。

※注記

・　　　　は存置を示す。

改修前　寄宿舎南平面図　1/100
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　SPポンプ室　平面図　1：30　 　SPポンプ室　断面図　1：30　

消火ポンプ制御盤

消火ポンプ制御盤

以降（寄宿舎南平面図）参照
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※ポンプ制御盤撤去も含む


